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時計彫りなど

estate@kha.biglobe.ne.jp

　㈱ユートレジャー（東京都豊島区、
伊藤崇史社長）は、㈱クリエイティブ
ヨーコのオリジナルキャラクター「しろ
たん」とコラボし、WEB上でデザインを
提案してオーダーメイドジュエリーが
作れるオンラインサービスを4月20日
より開始した。

　新サービスは専用フォーム
にて好きなキャラクターと、指
輪・ネックレス・ピアス・イヤリン
グ・ブレスレットなどのアイテム
を選び、顧客の要望を基にデ
ザイナーがデザイン画を提案
する、WEB上で世界でたった

ひとつのジュエリーを製作できるオー
ダーメイドサービスとなる。
　遠方に住む人など来店するのが難
しい場合でも、注文・相談を受ける。デ
ザインの提案から見積もりまでは無料
で行う。具体的なイメージがなくても、
好みの雰囲気やライフスタイルなどを
参考に、豊富なデザイン例を用意して
提案する。想いを込めて製作したジュ
エリーは、一生の宝物に。
　引き続きユートレジャーコンセプトス
トア池袋での取り扱いも行う。

　プロヴェナンス（来歴）とトレーサビ
リティ（生産履歴）を明らかにするエシ
カルでサステナブルなダイヤモンドブラ
ンド「SABIRTH」は、特定産地の生産
物や素材などを取り入れたモノづくり
をする、同じ考えを持った人々をフォー
カスするオリジナルコンテンツSA 
MAGAZINEを定期的に公開してお
り、今回のVol.13では、日本で栽培さ
れているフルーツを使い、今までにはな
いコンフィチュールを展開している違
克美さんにスポットを当てている。
　違さんは、顔のわかる農家さんから
仕入れた日本の果物と日本酒やジャス

ミンティー、
バルサミコ
酢などと組
み合わせて、

唯一無二のプロダクトを展開。違さん
の手がけたクリエイションを“宝石のよ
うなコンフィチュール”と表現する人も
いる。
　サバース初のイヤカフや新作のペン
ダントを着用した違さんは、「フルーツ
をはじめ食材も同じですが、どこで誰
が手掛けたかを知るのは大切なこと。
身元の確かなダイヤモンドをつけると、
綺麗なエネルギーをもらえる気がしま
す」などと話したほか、自身とジュエ
リーの物語についても語っている。詳
細はSA MAGAZINEで（https://w-
ww.sabirth.com/sa-magazine/）。

　百貨店初の常設買取・引取サービ
スとして三越伊勢丹が運営する
「i’m green」の三越日本橋本店、伊勢
丹新宿本店に次ぐ３番目の常設店舗
が、4月22日、伊勢丹浦和店に出店し
た。
　アイムグリーンは、顧客の環境意識
の高まりを受け、サステナブルな循環
型社会の実現を目標とし、また、販売
後のサポートを百貨店自ら運営を担う

ことで、新たな
購買体験の創
出・促進に取
り組んでいる。
　具体的に
は、衣料品、バッグ、時計、宝石、骨董・
美術品等を預かり、専属の三越伊勢
丹のスタイリスト（販売員）が相談を受
けながら最適な方法を提案。引取った
衣料品の一部は、資源としてリサイク

ルする方法も
用意し、顧客
の大切な品物
を責任をもっ
て、未来に繋

げる場所へ送り出す。“捨てる”選択肢
をなくすべく、取り扱いアイテムや資源
の活用方法の幅を広げ、「持続可能な
社会・時代をつなぐ」企業施策と連動
して、サステナビリティ活動の一翼を担

うことを目的とした取り組みとなる。
　また、アイム グリーンは、三越伊勢丹
グループにおける多店舗化を視野に
入れ、今回の伊勢丹浦和店から、新た
なモデルケースとして、店舗自らが運営
を行っていく。店舗担当者が買取に関
する接客知識を習得することで、新た
な視点をもって販売ノウハウを向上さ
せることが期待できるほか、自社運営
店舗の拡大が期待できるとしている。

　全国52店舗展開
するBIJOUPIKOグ
ループの㈱ジュエ
リーピコ（徳島県板
野郡、石部高史社
長）が、5月1日より、
今年40周年のアニ
バーサリーイヤーで
あるプリンセスプリ
ンセスの楽曲「Dia
monds」を使用したブ
ランドムービー「しあわ
せ篇」を公開し、話題
を呼んでいる。
　楽曲は、約30年前

に一世を風靡したプリンセスプリンセ
スの名曲、「Diamonds」。
　「Diamonds」がリリースされた34

年後の今年は、プリンセスプリンセス
の40周年アニバーサリーイヤーだ。
　何気ないふたりの時間はダイヤモン
ドのように輝いているという想いから、
ブランドムービーの楽曲に「D i a -
monds」を起用した。
　幸福感溢れるメロウなメロディーと
歌詞が、ブランドムービーをよりエモー
ショナルな雰囲気へ仕上げている。

　アショカダイヤモンドの
中でも人気のシリーズ
「ASHOKA Fo rm（ア
ショカフォルム）」の新作
ネックレス、ブレスレットを
はじめ、アショカダイヤモ

ンドのモダンなジュエリーをバリエー
ション豊かに紹介するイベント「アショ
カダイヤモンドジュエリーコレクショ
ン」が、5月18日～31日まで、銀座・和
光本館2階で開催される。

　アショカダイヤモンドのルースは、
日本では和光だけが直接の買い付
けを許されている。アショカダイヤモ
ンドの輝きを最大限に美しく見せる
ため、デザインにこだわり、立体的な
セッティングやダイヤモンドを留める
爪の位置など細部にまで職人の技
巧を尽くして仕上げている。服部時
計店時代から続くWAKOジュエ
リーのコンセプトを受け継ぐ、身につ
けたときに高揚感を感じ、長く愛用
できるジュエリーとなっている。

　地金部分は、角に丸みをつけることで
アショカカットが生み出すシャープさと
優美な柔らかい輝きを表現している。
　上品な光沢を放つ地金をメインにし
たモダンなデザインは、休日の外出か
らオフィスまで、身近なシーンにもマッ
チ。シンプルな装いやデイリー使いを引
き立てる、ネックレス、ピアス、ブレス
レットが新たに登場した。WAKOジュ
エリーらしく、肌にしっくりとなじむ着け
心地のよさにもこだわっている。
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　乳幼児から青少年期に至る成長に
大切な時期における眼の健康啓発活
動や健康サポートをより充実させるた
めの一環として、6月10日が「こどもの
目の日」記念日に制定された。
　生まれたばかりは僅かしか見えない
赤ちゃんも、6歳くらいまでには視力
1.0を得る。一方で、1.0に届かない「弱
視」の早期発見・治療や、低年齢化す
る近視発症の予防にとって「6歳。視力
1.0」はとても大切な節目。そこで、「は
ぐくもう！６歳で視力1.0」という願いを
込めて、記念日に登録された。

6月10日は「こどもの目の日」

　一人の女子中学生が死んだ。ソフト
ボールの試合でのミスを監督でもある
教師に叱責されミットを取り上げられ
てしまったあと自ら命を絶った。２０年

以上も前の事件
である。が鮮明に
覚えているのは、
当事者の教師と自
分がほぼ同じ世
代で、この教師の
在り様は他人ごと
ではなかったから
である。ミスを責め
ているとき子供が
追い詰められて死
ぬなどということ

は頭の隅にもなかったに違いない。明
日になったらまた元気にグランドに姿
を見せて、名誉挽回とばかりに練習に
打ち込む、そういうリアクションを想定

これからも続くいじめ自殺、
潜む異様さとは
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　日本最大のハンドメイド
マ ー ケ ッ ト プ レ イ ス
「Creema」を運営する㈱ク
リーマが、7月22日・23日の2
日間、「ハンドメイド イン
ジャパンフェス 2023」を東
京ビッグサイトで開催する。
　全国各地で創作活動に取
り組むクリエイター3000人
が一堂に会し、オリジナル作
品を展示販売する“日本最
大級・クリエイターの祭典”。
日本ならではのクリエイティ
ビティと手づくりの精度が合わさった
ものを、日本発のクリエイティブカル

チャー「HandMade In-
Japan」として国内外に向
けて発信することで、ものづ
くりに情熱をかたむけるク
リエイターを応援するイベ
ントとなる。2013年から東
京ビッグサイトにて年1回・
毎年夏に開催し、5万人を
超える参加者が集う日本最
大級のクリエイターの祭典
へと拡大を続け、2019年よ
り夏と冬の年2回開催し、
今年の夏で10周年を迎え

る。
　会場内には、アクセサリーやバッグ
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でしまうことの軽さ」のようなもの
が、たとえば自宅死の消滅や通夜
も省略する直葬の広がり、バー
チャルゲームの中の死の扱いなど
が、いじめ死を呼び込んでいるか
もしれない。救いのない話ではあ
る。いじめ自殺はこれからも続く。
そうあってはならないけれども、そ
うなってしまう歯車はいまも回り
続けている。　　　　

　　　　　　　　　　　  貧骨
　cosmoloop.22k@nifty.com

していたと思う。が、彼女は死を選ん
だ。なぜだ、ひょっとしてその教師は自
分だったかもしれない。
　団塊の世代前後の我々は「ガンバル
精神」が日本の隅々まで浸透していた
時代に育ってきた。
　歯を食いしばって耐えるしごきやスパ
ルタはごく当たり前で、そのモーレツの
見返りに豊かさを手に入れてきた。努力
は報われる--、その成功体験こそが次
世代の子供たちの精神と齟齬を産むと
き思わぬ悲劇が起こる。これが当時の私
なりの理解であったが見落としていた視
点があった。子供たちの「死へのハード

ル」の低さである。「死の観念の希薄さ」
と言ってもいい。裏返せば生への執着の
淡泊さなのかもしれないが、微妙に違う
ように思える。死がさほど抵抗なく受け
入れられる精神の在り様と言うべきだろ
う。この在り様がどこから来るのかよくわ
からないが、様々な事件を見れば今の
日本の子供たちの世界全般に浸透して
いる現象であることは間違いがない。
　そしていじめるいじめられるの関係
性の中で、いじめられる側が死を選ん
でしまう以上にいじめる側もまた「死へ
のハードル」が低いゆえに手加減なく
どこまでも相手を追い詰めてしまうこと

が起きる。いや起きている。「死んでしま
え」、「死んでも構わない」、この感覚が
いじめを過激なものにしている。せいぜ
い子供のいざこざであろうと軽く見て
いると間違える。限度というストッパー
が無くなって現実はリンチと言うべきと
ころまで凄惨になっている。それは人を
殺すのとは違う感覚である。刃物で刺
す、首を絞めるという直接的な犯罪で
はなく、相手をとことん追い詰めて、死
に追いやってしまう。東尋坊で起きた
崖から追い落としてしまう事件も、旭川
のいじめも、相手が死んだところで贖
罪や懺悔を思わせる言葉は加害者か

ら出てこない。何が悪いのか自分自身
よくわかっていないのだろう。そこが異
様である。その異様さはたぶんに事件
にもならないような私たちの周辺に起
きている些細ないじめにも潜んでいる
に違いない。
　子供たちの心の世界で「死」がどのよ
うに受け止められ、変容してきたのか、
きちんと調査した文章に出会わないが
（当方の不勉強ゆえにか）、弥縫的に
「命の大切さ」を説いたところでこの問
題の本質に迫っているとも思えない。若
い心は世の中の写し鏡でもあろうから、
むしろ日本全体を覆っている「人が死ん

などのファッションアイテムからインテ
リア、キッチン、アート、器、手工芸品な
ど、全国各地で活躍するクリエイター
がオリジナル作品を展示・販売する
マーケットや、伝統工芸士や人気クリ
エイターのものづくりを体験できる約
60種のワークショップが集まる「クリ
エイターエリア」、8組の注目アーティ
ストによるライブステージが展開され
る「ミュージック&プレイエリア」、日本
各地から選りすぐりの手作りフードが
集まる「フード＆カフェエリア」に分か
れ、ここでしかできない体験を通して
五感でクリエイティビティを体感でき
る空間となる。
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